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常任委員会 所管事務調査報告

　
市道焼山線の整備状況と桂月橋の災害対策
・市道焼山線は、旧笠石家交差点西側から

桂月橋交差点東側の計画済み区間を現在
整備中で、その整備後に立石発電所付近
の未計画区間1.2kmを調査研究する。

・桂月橋は平成30年度に青森県と協議し
補修工事を実施している。
⇒市道焼山線の未計画区間の早期整備着工
を望み、また、桂月橋の安全対策は適切
に進められていると意見集約しました。
湖畔地区の景観対策
・市は市道休屋十和田神社線の石畳化事業

を、環境省は一宮園地を含めた北駐車場
の再整備を進めている。

・地元住民や事業者、環境省と連携して湖
畔地域づくり懇談会を開催している。
⇒廃屋の撤去や地域の再整備が進むよう、
国や県への働きかけを継続してほしいと
意見集約しました。

観光建設常任委員会   令和元年７月23日に市内３会場で開催さ
れた市議会・市民との意見交換会におい
て、各会場から出された市民の意見を踏ま
え、常任委員会で理事者側から説明を受け
調査した結果をお知らせします。

　
過疎地域への公共施設建設について
・国が示す過疎対策事業による公共施設等

の整備の考え方は、所有施設の全体を把
握し、統合、長寿命化など計画的な整備
で財政負担の軽減や最適な配置の実現等
を十分に検討することを求めている。

・市公共施設等総合管理計画の基本方針の
もと個別管理計画により整備を実施し、
今後は国や県の方針を参考に、次期過疎
地域自立促進計画の策定に取り組む。

⇒今後の関連計画の策定時には地域の意見
を踏まえ、市全体で利用できる施設整備
を議論してほしいと意見集約しました。
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議
　
員
　
９
月
議
会
で
提

言
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

方
法
を
見
出
し
た
の
か
。

副
市
長
　
11
月
25
日
に
ド

ロ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
「
災
害

時
に
お
け
る
無
人
航
空
機

に
よ
る
情
報
収
集
活
動
等

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
災
害
時
の
情
報
収
集
、

災
害
地
図
の
作
製
支
援
、

孤
立
地
域
へ
の
救
援
物
資

の
輸
送
活
動
な
ど
の
活
用

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

農
林
商
工
部
長
　
農
業
分

野
で
は
農
薬
散
布
な
ど
幅

広
い
作
業
の
効
率
化
が
期

待
さ
れ
、
観
光
分
野
で
は

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
動
画
や
画
像
を
観
光
情

報
の
発
信
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
誘
客
促
進

業
の
協
議
の
推
移
を
見
守

る
立
場
で
あ
り
、
跡
地
活

用
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
地
区
の
消
防
の

分
署
に
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長
　
跡
地
利
用
に

つ
い
て
申
し
上
げ
る
立
場

に
あ
り
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
企
業
誘
致
の
話

は
、
地
元
の
反
対
も
あ
り

困
難
だ
と
考
え
て
い
る
。

市
が
取
得
し
て
の
有
効
活

用
を
提
言
し
た
い
。

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
　
員
　
災
害
救
助
活
動

に
重
要
な
、
は
し
ご
車
を

更
新
す
る
考
え
は
。

市
　
長
　
購
入
後
26
年
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
適
正

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り

令
和
２
年
ま
で
は
使
用
可

能
で
す
。
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
か
ら
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
が
活
用

で
き
る
と
の
報
告
が
あ
り
、

管
理
者
と
し
て
消
防
本
部

に
新
年
度
車
両
更
新
の
予

算
化
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
旧
農
林
総
合
研

究
所
藤
坂
稲
作
部
跡
地
を

藤
坂
・
四
和
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

す
る
考
え
は
。

民
生
部
長
　
市
は
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
と
民
間
企

戸　来　　　伝
（市民連合クラブ）

藤坂稲作部跡地の有効活用を

　
三
本
木
農
業
高
校
生
と

の
意
見
交
換
会
が
、
令
和

元
年
11
月
15
日
に
同
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
十
和
田
工
業
高
校

で
実
施
し
た
こ
の
意
見
交

換
会
は
、
次
世
代
を
担
う

高
校
生
た
ち
に
、
議
会
や

議
員
の
役
割
を
理
解
し
て

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

市
政
に
対
す
る
関
心
と
地

域
参
加
へ
の
意
識
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
議
員
の
感
想
】

◆
議
会
や
議
員
の
役
割
な

ど
、
矢
継
ぎ
早
に
出
て
く

る
質
問
に
感
心
し
、
こ
れ

か
ら
の
十
和
田
市
を
担
う

三
農
生
に
親
近
感
を
持
ち

ま
し
た
。

◆
地
域
を
担
う
気
概
に
満

ち
た
会
で
し
た
。
彼
ら
の

普
段
見
せ
な
い
よ
う
な
顔

が
見
ら
れ
て
、
感
慨
深
い

一
日
で
し
た
。

◆
卒
業
後
は
市
外
へ
の
進

学
・
就
職
が
多
い
の
で
、

若
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
時
の
支
援
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
話
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
１
７
０
人
の

高
校
２
年
生
が
20
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
農
業
や
観

光
振
興
、
学
校
統
廃
合
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー

マ
を
も
と
に
各
議
員
と
市

の
課
題
や
将
来
像
等
に
つ

い
て
、
活
発
に
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

■
市
が
抱
え
る
問
題
や
そ

の
改
善
策
な
ど
、
私
た
ち

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

な
ど
、
地
元
か
ら
農
業
を

活
性
化
さ
せ
、
若
者
世
代

の
農
業
就
業
人
口
を
ふ
や

し
て
い
く
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
大
切
さ
を
身
を

も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

■
18
歳
に
な
っ
た
ら
投
票

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
」

「
当
時
の
技
術
資
料
と
し

て
重
要
」
「
安
全
面
に
不

安
が
あ
る
が
、
改
修
す
れ

ば
文
化
財
と
し
て
の
価
値

が
失
わ
れ
る
」
な
ど
、
賛

否
両
論
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

議
　
員
　
市
文
化
財
の
指

定
要
件
は
。

教
育
部
長
　
有
形
文
化
財
、

工
芸
技
術
、
民
俗
芸
能
そ

の
他
の
無
形
文
化
財
、
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
等
が

対
象
で
、
歴
史
・
学
術
上

の
価
値
が
高
い
も
の
が
条

件
で
す
。
指
定
の
答
申
は

文
化
財
保
護
審
議
会
で
の

全
会
一
致
が
原
則
で
す
。

設
の
開
設
や
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
保
険

料
の
推
移
は
。

関
係
部
長
　
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
現
状
の
ま
ま
推

移
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

議
　
員
　
鞍
出
山
穴
堰
が

文
化
財
に
指
定
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
と
審
議
状
況

の
詳
細
は
。

教
育
長
　
文
化
財
保
護
審

議
会
で
３
回
の
審
議
を
重

ね
た
結
果
、
全
会
一
致
と

な
ら
な
か
っ
た
た
め
指
定

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
審
議
会
で
は
「
歴
史

議
　
員
　
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
市
財
政
の
社
会

保
障
費
の
見
通
し
は
。

市
　
長
　
扶
助
費
の
増
加

が
特
に
見
ら
れ
、
今
後
も

増
加
傾
向
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
財
源
確
保
や
一
般
財

源
の
抑
制
な
ど
財
政
基
盤

を
強
化
し
、
着
実
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

議
　
員
　
今
後
も
介
護
施 石　橋　義　雄

（自民公明クラブ）

鞍出山穴堰の市文化財指定を

社会保障費の今後の
見通しは　

増加傾向のため
着実な財政運営に努める

ド
ロ
ー
ン
活
用
方
法
の

具
体
的
な
検
討
結
果
は

災
害
対
応
、
農
業
・
観
光
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
見
込
め
る

約80.5億円医療給付費 約97.1億円

7,987円１人当たり

後期高齢
者医療

介護保険
8,996円

約73億円介護給付費 約78億円

令和５年度制度区分 令和10年度

約54,000円１人当たり

の基準月額

の年保険料 約57,000円

有権者としての
責任と自覚を

―三本木農業高校生と
　　　　　　　意見交換会―
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長


